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地
方
に
お
け
る
中
世
城
館
の
歴
史
地
理
学
的
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究
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場

合

|

浦

鉄
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一
、
は
し
が
き

わ
が
国
の
中
世
紀
は
、
荘
園
制
度
が
次
第
に
崩
壊
し
、
守
護
大
名
や
名
主
層

が
発
生
し
、
中
世
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
い
わ
ゆ
る
戦
画
大
名
が
成

立
し
た
時
期
で
あ
る
。
戦
国
大
名
の
性
格
は
、
領
国
内
の
国
人
・
土
豪
の
所
領

を
全
て
大
名
の
給
与
地
で
あ
る
と
し
、
そ
の
表
高
を
基
準
と
し
て
、
一
定
の
軍

役
・
公
事
・
反
銭
・
夫
役
な
ど
を
課
し
、
彼
等
を
家
臣
と
し
た
。

中
世
の
守
護
大
名
や
名
主
層
は
、
近
世
大
名
の
よ
う

K
、
組
織
的
・
集
中
的

左
統
一
的
権
力
、
ま
た
は
直
接
か
つ
単
一
的
に
農
民
を
支
配
す
る
体
制
を
も
た

な
か
っ
た
点
が
異
念
る
。
こ
の
よ
う
な
中
世
的
背
景
の
も
と

k
h
v
け
る
秋
田
地

方
の
城
舘
の
構
築
と
城
下
町
形
成
の
地
域
的
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

二
、
主
な
る
研
究
資
料
の
検
討

中
世
城
舘
の
研
究
で
、
最
も
至
難
左
ζ

と
は
、
適
格
念
資
料
が
得
が
た
い
と

と
で
あ
る
o

特
に
東
北
地
方
に
な
い
て
そ
う
で
あ
る
。

本
研
究
で
主
た
る
よ
り
ど
と
ろ
し
た
資
料
は
次
に
あ
げ
る
著
書
と
地
図
類
で

あ
る
。

。，、
0

・Tま
み
ね
@
あ
ら
し

ω
作
山
峯
之
嵐
(
岡
見
知
愛
著
)

秋
田
藩
境
目
奉
行
岡
見
知
愛
が
文
化
二
年
こ
八

O
五
)
に
書
い
た
も
の
で
、

知
愛
が
藩
内
の
土
形
調
査
の
た
め
巡
回
し
、
中
世
城
舘
に
つ
い
て
は
、
所
在
地

の
地
形
状
況
、
領
主
及
び
そ
の
城
舘
に
関
す
る
歴
史
的
事
項
一
な
ど
が
記
述
さ
れ
、

信
び
ょ
う
性
が
あ
る
o

櫓
山
町
絵
図
(
秋
田
県
庁
蕨
)

ζ

の
絵
図
は
、
享
保
絵
図
で
、
秋
田
藩
が
幕
府
に
差
し
出
し
た
地
図
で
、
か

左
h
ノ
詳
し
く
書
か
れ
て
い
て
、
櫓
山
城
や
そ
の
城
下
町
の
構
成
を
知
る
唯
一
の

(2) 
も
の
で
あ
る
o

同
角
舘
城
見
取
図
(
角
舘
図
書
舘
蔵
)

本
図
は
、
門
脇
賢
一
郎
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
o

本
図

K
示
さ

れ
て
あ
る
城
舘
の
構
成
や
城
下
町
の
位
置
左
と
は
、
今
現
地
に
足
を
入
れ
る
と

氏
の
調
査
が
、
い
か

K
適
性
で
あ
る
か
が
う
か
が
え
る
。

ω
本
堂
城
実
測
平
面
図

本
堂
城
跡
の
調
査
に
あ
た
ヲ
て
、
昭
和
一
一
年
(
一
九
三
六
年
)
八
月
一
八

日
に
佐
藤
佐
に
よ
っ
て
実
測
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
城
舘
の
規
模
や
構
造
が
正

確

K
把
握
で
き
る
。

FD 
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土
崎
湊
嘉
永
記
年
図
(
青
木
保
蔵
所
有
)

江
戸
末
期
の
絵
図
で
あ
る
が
、
中
世
城
舘
の
位
置
や
城
下
町
の
形
態
左
ど
を

知
る
よ
い
資
料
で
あ
る
。

三
、
城
舘
の
分
布
と
立
地

B 秋釦命以北

L鹿角地方を障(J 
1槽!iJ城 2務城

3，備本噌 4."島城
5木千塘 6馬場包波

7.11.域臣峻 8岡本城

9詑!(減 10岡f被

11来円沢縁 日鴻城

13嵐田城 14大舘城

凡開

A 仙北・平獲・雄勝3罰

1原庭城 2横手械

3.111連域 4.A{';峻

5.. 東減 6院内城

7小野城 8.r;崎城
9箇馬音広域

10桟舞減 Il樋口減

12吉田成 日初白域

14.，l毒事変城 15た胞雛

16六郷減 17本全域

18角舘減 目柄舘械

主要減舘の分布図 1



、，，，
城
舘
の
分
布
は
図

1

K
示
す
通
り
で
あ
る
。
た
だ
し
、
由
利
地
区
と
鹿
角

地
区
は
除
外
し
た
。

A
地
区
(
横
手
盆
地
)
の

I
グ
ル
ー
プ
は
、
小
野
寺
氏
の
一
族
、
重
臣
の
拠

城
で
あ
る
ι
小
野
寺
氏
は
、
関
東
地
方

K
な
い
て
成
長
し
た
東
国
武
士
で
、
弘

長
こ
二
六
一

1
六
一
三
年
間
か
ら
文
永
こ
二
六
四
l
七
四
)
の
初
年
頃

K

雄
勝
郡
に
移
住
し
、
南
北
朝
時
代
に
は
、
相
当
な
勢
力
を
得
、
東
北
地
方
の
武

将
と
し
て
の
基
盤
は
、
鎌
倉
時
代
の
後
期
に
で
き
あ
が
っ
た
℃

E
グ
ル
ー
プ
の
白
岩
氏
、
前
田
氏
、
六
郷
氏
、
本
堂
氏
、
戸
沢
氏
は
、
一
応

小
野
寺
氏
の
配
下
に
ぞ
く
し
念
が
ら
も
独
立
的
立
場
を
と
っ
た
。

B
地
区
(
秋
田
平
野
・
米
代
川
流
域
)
は
、
全
て
安
東
氏
(
三
浦
氏
)
の
一

族
、
重
臣
の
拠
城
で
あ
る
。
安
東
氏
は
鎌
倉
時
代

K
津
軽
地
方
の
十
三
湊
を
中
'

心
に
地
頭
的
地
位
に
あ
っ
て
勢
力
を
は
っ
て
い
た
豪
族
で
、
南
北
朝
以
後

K
日

本
海
沿
岸
を
南
下
し
て
、
秋
田
地
方
K
入
夕
、
秋
田
郡
の
小
鹿
島
、
湊
を
含
む

一
帯
の
地
域
を
支
配
し
た
。

安
東
氏
は
槍
山
に
根
拠
を
hv
い
た
櫓
山
安
東
氏
と
湊

K
根
拠
を
hv
い
た
湊
{
女

東
氏
の
二
大
対
立
の
形
勢
で
、
両
安
東
氏
と
も
、
と
の
状
況
は
一
五
世
紀
の
中

葉
と
さ
れ
て
い
る
o
天
正
一
七
年
(
一
五
八
九

)
K
は
、
槍
山
城
を
湊
に
移
し
、

秋
押
城
介
を
名
乗
り
、
秋
田
郡
・
槍
山
郡
・
比
内
郡
を
、
そ
の
支
配
下
に
な
さ

め
た
c

ω
城
舘
の
立
地
と
形
態

城
舘
と
は
、
一
一
般

K
城
と
そ
の
外
、
周
囲
の
山
河
を
含
め
る
場
合
が
多
い
。

そ
し
て
外
敵
の
侵
攻
か
ら
守
る
た
め
の
防
御
施
設
の
と
と
で
あ
る
。

原
因
伴
彦
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
城
舘
は
そ
の
初
期
は
い
わ
ゆ
る
「
城
堅
固
の

城
舘
の
分
布

城
」
の
時
代
で
、
特
殊
左
要
害
の
地
形
を
利
用
し
て
、
峻
険
左
山
頂
左
ど
に
築

城
さ
れ
た
の
で
、
城
下
町
は
ほ
と
ん
ど
発
展
し
左
か
っ
た
が
、
室
町
時
代
や
戦

国
時
代
に
な
る
と
、
商
品
経
済
の
発
達
、
大
名
領
地
の
拡
大
、
軍
団
組
織
の
整

備
な
ど
の
理
由
か
ら
、
築
城
地
点
が
領
国
の
政
治
経
済
の
中
心
地
、
交
通
の
要

地
な
ど
の
平
野
部
に
進
出
移
動
す
る
よ
う

K
左
h
J
、
近
世
城
郭
の
よ
う
念
「
国

堅
固
の
城
」
で
は
な
く
、
そ
れ
へ
の
過
渡
期
の
形
態
と
考
え
ら
れ
る
「
所
堅
固

の
城
」
で
、
あ
る
枢
要
地
点
の

E
陵
や
河
川
を
利
用
し
て
構
築
さ
れ
る
の
が
一

般
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

秋
田
地
方
k
b
け
る
築
城
も
そ
の
例
外
で
は
左
い
。
図

1

K
示
し
た
城
舘

を
地
形
立
地
の
立
場
か
ら
大
別
す
る
と
次
の
よ
う
に
左
る
。

A
地
区
(
番
号
は
図
中

K
記
し
た
も
の
)

制
丘
陵
、
台
地
l
①
稲
庭
城
、
②
横
手
城
、
③
川
連
城
、
⑤
三
梨
城
、

⑥
院
内
城
、
⑦
小
野
城
、
⑧
岩
崎
城
、
⑨
西
馬
立
国
内
城
、
⑭
樋
口
城
、
⑬
柳

田
城
、
⑭
馬
鞍
城
、
④
白
岩
減
、
⑮
六
郷
城
、
@
角
舘
城

似
沖
積
原
l
@
大
出
城
、

O
沼
舘
城

日
開
扇
状
地

1
0桟
舞
城
、
⑨
吉
田
城
、
⑫
本
堂
城

B
地
区
(
番
号
は
図
中

K
記
し
た
も
の
)

ω
丘
陵
、
台
地
l
①
槍
山
城
、
③
本
城
、
④
豊
島
城
、
⑤
太
平
城
、

⑥
馬
場
目
減
、
⑦
五
城
目
城
、
⑧
岡
本
城
、
⑨
能
代
城
、
@
阿
仁
城
、
⑪
米

内
沢
城
、
。
三
浦
城
、

O
扇
田
城
、
@
大
舘
城

ω
河
口
l
②
湊
城

さ
ら
に
形
態
上
か
ら
す
れ
ば
、
丘
陵
や
台
地

K
立
地
す
る
山
城
は
、
二
七
を

数
え
、
平
地

K
立
地
す
る
平
城
は
、
僅
か

K
六
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
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回
、
城
舘
の
構
成
と
地
形
利
用

城
舘
は
、
外
敵
の
侵
入
を
防
御
す
る
と
と
が
目
的
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
構
成

は
、
立
地
点
の
地
形
を
城
舘
構
成
の
最
大
の
要
素
と
し
て
、
功
み
に
利
用
し
て
、

そ
の
目
的

K
か
左
う
よ
う
に
し
-
な
け
れ
ば
走
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
念
い
。

本
穏
で
は
、
山
城
の
好
例
と
し
て
、
槍
山
城
・
角
舘
城
、
平
城
の
好
例
と
し

て
、
本
堂
城
・
湊
城

K
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
よ
う
。

ω
櫓
山
城
(
図
2
)

安
東
氏
が
津
軽
十
三
湊
の
地
か
ら
秋
田
地
方

K
入
っ
た
と
と
は
既
述
し
た
。

稽

山

城

は

五

世

紀

皇

官

、

安

東

忠

季

K
よ
っ
て
構
築
さ
れ
(
旬
。

両容西

T 多賀谷氏輯跡

T. K多賀谷家中
A. K芦名家中

M 飯野組下
A 且経

H. A. I・山安東氏暗跡
E 本丸

2 ーノ丸
3 三ノ丸

4 隅櫨脇

北

享保年聞の櫓山町(秋田県庁蔵より)

槍
山
城
跡
付
近
の
地
形
は
出
羽
山
地
の
一
部
分
、
母
体
国
有
林
と
谷
地
沢
国

有
林
か
ら
発
源
す
る
稽
山
川
が
丘
陵
中

K
狭
い
谷
を
つ
く
っ
て
、
北
西
方
を
流

下
す
る
米
代
川
本
流
と
東
能
代
付
近
で
合
し
て
い
る
。

槍
山
城
跡
の
立
地
す
る
丘
陵
(
標
高
二
ハ
一

m)
は
、
槍
山
川
の
谷
中
に
発

達
す
る
道
路
と
志
戸
橋
洪
積
台
地
上

K
開
発
さ
れ
た
旧
街
道
と
の
交
差
地
点
に

形
成
さ
れ
た
檎
山
町
の
背
面
山
地

K
あ
た
る
。
そ
の
山
形
は
、
大
き
左
馬
蹄
型

地
形
の
様
相
を
呈
し
、
と
の
よ
う
な
地
形
を
利
用
し
た
稽
山
城
を
エ
ゾ
舘
式
馬

蹄
形
の
典
型
的
城
舘
と
称
さ
れ
て
い
る
。

M
W

構
成
l
本
丸
、
二
ノ
丸
、
一
二
ノ
丸
か
ら
成
る
。

付

作

事

l
丘
陵
中
央
部
の
標
高
一
四
五

m
K
本
丸
が
な
か
れ
、
そ
の
南
面

に
一
段
低
く
こ
ノ
丸
、
さ
ら

K
一
段
下
っ
て
三
ノ
丸
(
武
者
だ
ま

b
)
、
最
前

線
に
あ
た
っ
て
物
見
櫓
が
設
け
ら
れ
、
こ
と
か
ら
は
、
米
代
川
下
流
地
域
が
手

に
取
る
よ
う

K
眺
望
が
き
く
o
築
城

K
欠
く
と
と
の
不
可
能
な
泉
は
、
本
丸
の

西
側

K
あ
っ
て
、
人
工
と
思
わ
れ
る
長
方
形
の
石
枠
が
現
存
す
る
。
馬
蹄
形
の

峰
は
、
僅
か
に
一
五

O
m
位
で
あ
る
が
、
谷
が
深
〈
峻
険
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、

難
攻
不
落
の
言
が
適
格
で
あ
る
。

付

土

工

l
@空
濠
(
本
丸
の
東
側
の
緩
斜
面
に
空
濠
が
数
個
み
ら
れ
、
中

に
は
濠
の
上
に
土
塁
を
築
い
た
も
の
も
あ
る
。
と
の
点
は
峰
一
つ
越
す
と
、
櫓

山
川
の
谷

K
発
達
す
る
小
沢
口
部
落
へ
容
易
に
通
ず
る
と
と
が
で
き
る
の
で
、

防
御
上
特

K
意
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
西
側
正
面
の
三
ノ
丸
、
隅
楼

K
い

え
る
斜
面

K
、
土
橋
切
通
し
と
称
す
る
空
濠
が
あ
る
。
と
れ
は
城
舘
本
拠
を
防

ぐ
目
的
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
〉
、
②
待
伏
穴
(
空
一
家
の
内
側
k
h
v
け
る

山
地
や
台
地
に
大
小
の
凹
地
が
在
在
す
る
が
、
が
そ
ら
く
伏
兵
戦
用
で
あ
っ
た

ろ
う
。
)
、
③
段
状
の
築
造
〈
減
舘
周
囲
の
峰
や
台
地
に
は
、
回
廓
上
の
段
状
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の
構
築
が
施
さ
れ
て
あ
る
。

ζ

れ
は
城
舘
内
の
連
絡
通
路
で
あ
っ
た
の
み
左
ら

ず
、
作
戦
上
の
「
カ
ラ
ク
リ
」
を
仕
か
け
る
の
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸

K
み
ら
れ
る
段
状
構
築
は
、
見
事
と
い
う
ほ
か
は

な
い
G

)

、
@
(
本
丸
か
ら
の
見
通
し
の
悪
い
地
点
に
は
、
見
張
用
の
「
ト

リ
デ
」
を
構
え
・
た
。
槍
山
中
学
校
裏
側
の
丘
陵

K
あ
る
砦
は
、
そ
の
跡
が
今
友

会
よ
く
わ
か
ぽ
ゲ
)
要
ナ
る

K
、
槍
山
城
舘
の
構
成
は
本
拠
地
点
の
本
丸
が
馬

蹄
型
地
形
の
中
央
部
に
な
か
れ
、

ζ

れ
を
取
り
巻
い
て
馬
蹄
型
内
側
の
急
斜
面

が
あ
り
、
そ
の
上
最
も
危
険
祝
さ
れ
る
地
点

K
は
空
濠
を
掘
り
、
ま
た
待
伏
穴

を
築
造
し
、
峰
や
台
地
に
は
伝
達
用
兼
カ
ラ
ク
リ
用
の
段
状
地
を
構
え
る
念
ど
、

「
エ
ゾ
舘
式
馬
蹄
型
城
舘
」
の
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
北
方
に
は
、

米
代
川
、
丘
陵
直
下
に
は
槍
山
川
が
流
れ
、
最
前
線
の
防
御
線
を
形
成
し
て
い

る。(2) 

角
舘
域

¥x，ヘ

比例

H‘九
2 ノ1，
3 ノJ'
0，吻1M丸

0，ぬ同月Ih札
d 取

図 3 角舘城の見取図
(門脇賢一郎氏作、角舘図書舘蔵)

戸
沢
氏
の
角
舘
地
方
へ
の
進

出
は
、
判
然
と
し
左
い
が
、
応

永
年
間
説
(
三
九
四

1
一
四
二

七
)
と
天
文
年
間
説
(
一
五
四

O
l
四
五
)
と
あ
る
。
い
ず
れ

K
せ
よ
、
戸
沢
氏
が
、
南
部
岩

手
か
ら
秋
田
仙
北
郡
に
入
っ
た

(

6

)

 

ζ

と
は
事
実
で
あ
る
。
角
舘
城

は
、
横
手
盆
地
北
部
の
第
三
紀

分
離
丘
陵
で
あ
る
古
城
山

K
建

造
さ
れ
た
中
世
末
期
の
典
型
的

念
山
城
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
稽
山
城
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
o

そ
の
機
構

を
現
存
す
る
山
地
形
と
図

3

「
角
舘
城
の
見
取
図
」
と
か
ら
み
る
と
、
最
上

の
標
高
二
ハ
八

m
の
第
一
台
地
は
本
丸
で
、

ζ

れ
を
取
り
囲
ん
で
第
二
台
地
が

あ
る
が
、
と
れ
が
二
ノ
丸
、
そ
の
外
側

K
第
三
台
地
の
三
ノ
丸
が
あ
り
、
さ
ら

に
南
側

K
半
長
円
の
台
地
が
あ
る
o
西
側

K
は
軍
営
を
も
っ
西
出
丸
・
南
出
丸

が
あ
る
。

ζ

れ
ら
の
出
丸
か
ら
は

展
望
が
き
き
、
砦
(
物
見
ト
リ
デ
)

と
し
て
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

北
側
の
舌
状
台
地
は
、
軍
営
・

倉
庫
・
兵
糧
庫
・
役
所
左
ど
が
配

置
さ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
る
か
ら
、

城
舘
の
心
臓
部
の
役
を
果
す
べ
き

地
点
で
あ
る
が
故

K
、
当
然
砦
と

し
て
利
用
さ
れ
た
に
違
い
左
い
。

飲
料
水
は
山
麓
の
数
カ
所

K
あ
る

湧
泉

K
依
存
し
た
。
と
の
山
城
の

山
麓
に
は
、
院
内
川
か
ら
の
引
水

K
よ
る
水
濠
が
、
北
東
と
北
西
に

め
ぐ
ら
さ
れ
、
完
全
な
山
城
兼
水

城
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
角
舘
城
は
西
側

K

檎
木
内
川
、
北
方

K
院
内
川
を
、

そ
れ
ぞ
れ
控
え
、
さ
ら
に
山
城
の

外
郭
に
は
水
濠
を
め
ぐ
ら
し
、
横

の比較

I¥!: 構 IJ:~ 要 J転
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形態
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手
盆
地
北
部
平
野
に
孤
立
す
る
古
城
山
の
丘
陵
利
用
と
相
侯
っ
て
、
極
め
て
堅

固
な
城
舘
で
ち
っ
た
。
次
に
穐
山
城
と
角
館
城
と
を
構
成
要
素
で
る
る
地
形
・

領
主
の
舘
・
段
状
地
・
濠
・
待
状
穴
・
砦
(
物
見
ト
リ
デ
)
・
飲
料
水
・
形
態

な
ど
に
つ
い
て
比
較
す
る
と
、
表
ー
の
通
り
で
あ
る
。

櫓
山
城
と
角
舘
城
と
の
大
き
な
相
異
は
、
防
御
上
か
ら
前
者
は
空
濠
を
、
後

者
は
水
濠
を
も
っ
て
し
、
ま
た
形
態
や
性
格
上
か
ら
は
、
槍
山
城
が
エ
ゾ
舘
式

馬
蹄
形
の
山
城
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
角
館
城
は
山
城
兼
水
域
で
あ
る
点
で
あ

る
。
稽
山
城
は
エ
ゾ
舘
式
で
あ
る
と
と
は
、
櫓
山
安
東
氏
が
津
軽
に
な
け
る
抗

争
の
経
験
か
ら
得
た
築
城
法
で
あ
ろ
う
o

本堂付近(五万分ノ一、フ榔図幅・国土地理院)

防

本

堂

城

(

図

4

・
5
)

本
堂
氏
は
、
上
本
堂
(
元
本
堂
)
、

下
本
堂
(
城
回
)
を
、
本
拠
と
し
た

豪
族
で
、
陸
奥
田
和
賀
郡
か
ら
移
住

し
、
そ
の
時
期
は
室
町
時
代
の
初
期

頃
と
さ
れ
て
い
る
o

戦
国
時
代
に
は
、

伊
勢
守
忠
親
・
茂
殺
の
二
代
に
あ
た

か立

図 4

本
堂
城
は
、
は
じ
め
室
町
時
代
の

初
期
、
当
地
仙
北
郡
の
真
昼
断
層
崖

下
の
真
展
一
川
と
、
そ
の
支
流
に
狭
ま

れ
た
細
長
い
丘
陵
地
を
利
用
し
た
山

城
で
あ
る
0

(

図
4
)

そ
の
後
、
本
堂
氏
の
勢
力
伸
張
に

伴
い
、
天
文
四
年
(
一
五
三
五

)
K、

真
昼
川
一
扇
状
地
末
端
部
の
舘
ノ
間
付
近

K
平
城
を
築
い
て
移
転
し
た
。
そ
の
構

成
は
図

5

「
本
堂
城
実
測
平
面
函
」
で
見
る
と
、
本
丸
の
面
積
は
三

0
・
八

八
八

sm
で
東
門
・
商
門
・
南
門
が
あ
っ
て
、
そ
の
門
跡
が
今
な
な
明
ら
か
で
あ

る
o

ま
た
本
丸
の
周
囲
に
土

)
り
塁
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
そ
の
一

図
ょ
部
分
が
北
東
か
ら
南
西
部
に

原
図
-
測
か
け
て
残
存
す
る
o

な
な
外

の
実
効
日
濠
と
内
濠
が
、
整
然
と
配
さ

ω藤
れ
て
い
た
と
と
も
知
ら
れ
る
o

け
佐
こ
の
内
・
外
の
濠
は
、
今
は

本堂城跡

耕
地
整
理
に
よ
っ
て
失
わ
れ

た
o

要
す
る

K
本
堂
城
は
、

河
川
利
用
の
水
濠
と
土
塁

K

よ
る
水
域
で
あ
る
。

一 5-

図 5

同

湊

城

(

図

6

)

津
軽
安
東
氏
が
秋
田
地
方
に
入
っ
て
か
ら
、
内
証
に
よ
っ
て
櫓
山
安
東
氏
と

湊
安
東
氏
の
二
大
勢
力
が
対
立
し
た
。
湊
安
東
氏
の
根
拠
地
は
、
湊
城
で
あ
る
。

そ
の
位
置
は
現
在
の
土
崎
駅
前
神
明
社
の
地
点
で
あ
っ
た
o
地
形
的
に
は
雄
物

川
の
川
口
で
砂
地
で
あ
る
o

土
崎
の
古
図
と
し
て
、
元
文
の
地
図
、
弘
化
三
年
の
地
図
(
川
口
家
所
蔵
)
、

土
崎
湊
嘉
永
記
念
図
(
青
木
保
蔵
所
蔵
〉
の
三
葉
が
あ
る
が
、
湊
城
の
位
置
の



図

6
に
よ

る
と
、
雄
物
川
の

川
口
地
付
近
に
あ

る
御
番
所
か
ら
東

方
へ
蒜
町
と
萱
村

町
と
の
小
路
の
つ

き
当
た
り
は
神
明

社
で
、
か
つ
て
の

湊
城
跡
で
あ
る
。

と
の
湊
城
跡
に
平

城
の
防
御
用
と
し

て
北
東
に
わ
た
っ
て
鍵
状

K
水
濠
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
口
地
籍
図
(
秋
田
市
役

所
土
崎
支
所
々
蔵
)
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
述
べ
た
本
堂
城
と
湊
城
の

二
平
城
は
、
唯
一
の
防
御
線
と
し
て
水
濠
を
構
え
て
い
る
と
と
は
共
通
点
で
あ
る
。

玉
、
城
下
町
の
成
立
と
そ
の
時
代

削
櫓
山
城
下
町

槍
山
城
下
町
は
、
室
町
期
(
一
五
世
紀
中
)
中
葉
に
、
槍
山
城
を
構
築
し
た

安
東
忠
季

K
よ
っ
て
計
画
、
建
設
さ
れ
た
。
城
下
町
は
図

2
で
わ
か
る
よ
う

に
、
櫓
山
川
の
北
方
、
松
山
城
の
立
地
す
る
丘
陵
を
パ
ッ
ク

K
南
方
に
形
成
さ

れ
、
領
主
を
中
心
と
す
る
支
配
者
と
防
衛
の
武
士
団
は
、
城
舘
の
左
右

K
居
住

し
〈
屋
敷
跡
)
、
そ
の
他
の
人
々
は
、
北
方
の
母
体

K
居
住
し
た
ら
し
い
。
町

土
返
り
の
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
田
町
、
赤
舘
町
が
で
き
る
と
、
母
体
か
ら
の
e

取

jc 

内

1殺保町 2城町 3.1::酒山町 4下指田町 5永覚町
6加賀町 7小鴨町 8貸付町 9森町 10新町 11相染新

E神明社内務城跡

確
認
さ
れ
る
の
は

図

6
の
み
で
あ

土崎湊嘉永紀年図

る
O 

図 6

移
住
が
行
わ
れ
、
天
正
一
七
年
二
五
八
九
)
、
戦
国
期
の
安
東
実
季
時
代

K

は
略
々
現
在
の
町
議

K
近
い
状
態
ま
で
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
れ
。
元

和
六
年
(
一
六
二

O
)
檎
山
城
が
、
破
却
さ
れ
安
東
氏
に
か
わ
っ
て
、
佐
竹
氏

の
縁
戚

K
あ
た
る
多
賀
谷
氏
が
支
配
者
と
左
り
、
槍
山
城
跡
か
ら
北
西
に
あ
た

る
台
地
状
の
茶
北
山
に
舘
均
構
え
た
。

町
割
は
「
羽
陰
湿
故
誌
」
に
よ
る
と
、
新
町
(
二
四

O
間
)
・
亀
堂
町
二

三

O
間
)
、
赤
舘
町
(
三

O
二
間
)
、
田
町
(
九
五
間
)
、
足
軽
町
二
五

O

間
)
、
下
タ
町
・
倍
臣
町
(
一
三
六
間
)
、
高
町
・
愛
宕
町
(
一

O
七
間
)
、

大
町
(
一
七
八
間
)
、
馬
一
州
場
町
(
一
三
九
間
)
と
念
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
槍
山
在
住
者
士
族
氏
名
調
」

K
は
、
多
賀
谷
家
々
中
七
六
人
、
多
賀
谷
支
配

(
御
組
下
)
六
四
人
、
そ
の
内
訳
は
、
新
町

K
二
二
人
、
赤
舘
町

K
二
一
七
人
、

田
町

K
一
四
人
と
記
さ
れ
て
あ
る
。
以
上
の
町

K
足
軽
町
・
倍
臣
町
を
含
め
て

内
町
と
称
し
、
そ
の
他
の
町
は
外
町
と
称
し
た
o

櫓
山
町
は
多
賀
谷
氏
時

K
入

っ
て
、
近
世
的
城
下
町
と
し
て
出
発
す
る
と
と
に
念
る
。

間
角
舘
城
下
町
(
図

3
)

角
舘
城
下
町
は
前
述
の
通
-P、
中
世
末
期
に
角
舘
城
を
築
造
し
た
戸
沢
氏

K

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
す
左
わ
ち
、
古
城
山
(
角
舘
城
築
造
の
丘
陵
)
北
方
山

麓
の
水
濠
と
院
内
川
と
の
中
間
低
地
に
つ
〈
ら
れ
、
大
手
門
は
、
本
丸
か
ら
北

東
K
向
っ
て
設
け
ら
れ
本
道
に
架
せ
ら
れ
た
橋
の
た
も
と
に
設
け
ら
れ
た
o
現

存
地
名
の
本
町
(
も
と
ま
ち
)
は
、
市
町
で
商
人
の
居
住
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

城
廻
は
、
給
人
屋
敷
で
あ
っ
た
ろ
う
o

(
m
M
)
 

更
正
検
地
日
空
に
よ
れ
ば
、
戸
沢
氏
に
ぞ
く
す
る
郷
村
数
回
三
、
知
行
高
四

四
、
三
五

O
石
、
士
率
は
約
一
、
五

O
O人
、
百
姓
は
四
、
四
三
五
世
帯
と
左

る
。
戸
沢
氏
の
経
済
的
基
盤
地
域
は
、
城
舘
か
ら
北
方
の
稽
木
内
川
流
域
と
、

-6-



玉
川
流
域

k
b
か
れ
、
前
者
は
金
山

K
後
者
は
森
林

K
大
き
く
依
存
し
た
o

つ

ま

b
両
河
川
の
合
流
点
で
あ
る
谷
口
に
城
舘
と
城
下
町
を
構
成
し
た
と
と
は
、

経
済
的

K
は
勿
論
、
軍
事
的

K
も
意
義
が
深
い
。
慶
長
七
年
ご
六

O
二
)
佐

竹
義
宣
が
秋
田

K
入
部
し
、
戸
沢
氏
は
常
陸
松
岡
へ
転
封
さ
れ
、
翌
八
年
(
一

六

O
三
)
義
宣
の
弟
、
声
名
氏
が
一
五
、

0
0
0石
の
知
行
を
与
え
ら
れ
て
、

角
舘
城
主
と
念
る
。
芦
名
は
角
舘
城
の
正
面
を
一
戸
沢
氏
時
代
の
北
高
か
ら
南
面

K
移
し
、
さ
ら

K
城
の
位
置
を
山
麓
へ
と
移
し
て
、
近
世
的
城
下
町
の
町
割
を

施
行
し
た
。

同
開
湊
城
下
町
(
図
6
)

湊
城
下
町
の
形
成
は
、
湊
安
東
氏
の
成
立
の
一
五
世
紀
中
頃
(
一
周
囲
二
)

K
は
じ
ま
る
。
現
存
す
る
穀
保
町
の
と
こ
ろ

K
、
後
城
(
う
し
ろ
じ
よ
う
)
、

城
町
(
じ
よ
う
ま
ち
)
、
馬
口
労
町
(
ぱ
く
ろ
う
ま
ち
)
左
ど
の
字
名
が
残
存

す
る
o
恐
ら
く
安
東
氏
時
代
の
武
士
屋
敷
で
あ
ろ
う
。
ま
た
湊
城
の
北
西
側

K

当
っ
て
、
一
騎
町
と
称
す
る
地
名
が
あ
る
が
、
一
騎
当
千
の
侍
の
居
住
地
で
、

い
わ
ゆ
る
「
御
家
中
屋
敷
」
で
あ
る
。

(

日

)

安
東
実
季
の
門
知
行
自
窒
(
天
正
一
九
年
正
月
)

K
よ
る
と
、
町
を
形
成
し
て

い
る
の
は
、
穐
山
と
戸
島
の
二
つ
の
町
だ
け
で
あ
っ
て
、
土
崎
の
記
載
は
左
い
。

し
た
が
っ
て
、
当
時
の
湊
は
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
町
で
は
左
〈
、
小
部
落
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
一
ζ

が
い
わ
ゆ
る
町
人
の
町
で
あ
っ
た
ろ
う
口

ま
た
、
戦
国
の
戦
乱
を
さ
け
て
、
加
賀
園
か
ら
五
カ
寺
、
河
内
国
か
ら
一
カ

寺
、
摂
津
国
か
ら
一
カ
寺
な
ど
の
寺
院
が
転
移
し
、
さ
ら

K
北
陸
地
方
や
山
形

の
日
本
海
沿
岸
地
方
か
ら
移
住
し
た
人
々
に
よ
っ
て
、
沼
田
町
・
加
賀
町
が
成

立
し
、
湊
町
の
基
礎
が
つ
〈
ら
れ
た
。
湊
安
東
氏
の
経
済
的
重
要
機
能
を
果
た

し
た
ζ

と
は
否
定
で
き
左
い
。

近
世
期

K
念
っ
て
、
久
保
田
城
(
佐
竹
義
宣
)
が
完
成
す
る
と
、
武
士
・
寺

院
が
久
保
田
城
下
に
移

b
、
湊
町
地
域
に
は
空
地
が
多
く
な
り
、
そ
の
う
え
町

人
の
み
と
な
っ
た
の
で
、
新
し
く
町
割
が
施
行
さ
れ
、
蒜
町
、
萱
村
町
、
小
鴨

町
、
加
賀
町
、
永
覚
町
、
上
・
下
両
酒
田
町
、
新
城
町
在
ど
の
区
劃
が
判
然
と

左
っ
た
。
と
れ
ら
の
町
を
総
称
し
て
湊
八
町
と
よ
び
、
湊
の
中
心
街
を
形
成
し

た
。
と
れ
よ
り
湊
町
は
秋
田
藩
の
外
港
と
し
て
経
済
の
一
大
源
泉
と
念
っ
た
。

同
本
堂
城
下
町
(
図
4

・
5
)

本
堂
城
下
町
は
、
天
文
四
年
(
一
五
三
五
)
本
堂
寺
舘
(
舘
間

)κ
平
城
を

構
え
て
か
ら
町
割
が
な
さ
れ
、
そ
の
位
置
は
城
舘
東
方
約
一
加
は
な
れ
た
扇
状

地
の
湧
泉
地
を
選
ん
だ
。
今
の
本
堂
城
田
の
地
で
あ
る
。
当
時
の
残
象
地
名
と

思
わ
れ
る
も
の
を
、
地
形
図
か
ら
ひ
ろ
う
と
、
本
堂
城
回
、
舘
問
、
飛
沢
、
百

目
木
念
ど
が
あ
る
o
地
形
図
に
は
左
い
が
、
字
名
と
し
て
残
存
す
る
も
の
は
、

舘
、
北
舘
、
八
巨
川
、
一
本
杉
、
道
尻
士
口
清
水
、
後
町
、
宿
回
、
嶋
の
腰
、
観

音
堂
、
城
方
小
屋
、
田
町
、
森
崎
、
馬
場
、
仲
の
町
、
横
町
、
本
堂
町
左
ど
一

六
を
数
え
る
。
以
上
の
地
名
か
ら
当
城
下
町
の
形
成
を
判
断
す
る
と
、
舘
、
北

舘
、
舘
聞
は
、
城
舘
の
位
置
を
表
わ
し
、
二
ノ
丸
は
重
臣
の
鹿
住
地
、
北
舘
・

舘
間
は
、
一
般
武
士
の
居
住
地
で
あ
っ
た
ろ
う
。
い
ず
れ
も
城
舘
を
中
心
に
そ

の
付
近

K
居
住
地
が
設
け
ら
れ
た
。

後
町
、
田
町
、
仲
の
町
、
横
町
、
本
堂
町
な
ど
が
、
本
堂
城
囲
内
に
み
ら
れ

る
ζ

と
は
、
本
堂
城
回
は
、
純
然
た
る
町
人
の
町
で
あ
っ
た
ζ

と
が
窺
え
る
。

ま
た
信
仰
の
中
心
と
し
て
、
馬
場
の
稲
荷
明
神
、
田
町
の
神
明
社
、
仲
の
町
の

大
日
如
来
、
後
町
の
八
幡
宮
、
北
舘
の
観
音
堂
、
寺
舘
の
稲
荷
明
神
、
百
白
木

(
比
)

の
雷
神
、
士
口
清
水
の
善
証
寺
な
ど
が
あ
っ
た
。
近
世
げ
い
な
る
と
、
佐
竹
氏
の
支

配
下

K
ぞ
く
し
、
多
く
の
社
寺
が
、
六
郷
城
下
町

K
ま
と
め
ら
れ
、
人
家
や
町

一 7



(
時
)

人
・
百
姓
が
減
少
し
た
。

六
、
地
域
的
位
置
付
け
(
表

2
)

ω
檎
山
城
は
、
出
羽
山
地
北
部
k
b
け
る
日
本
海
岸
沿
い
の
金
光
寺
や
志

戸
橋
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
洪
積
台
地
に
続
く
要
害
性
の
丘
陵
地
を
利
用
し
た

エ
ゾ
舘
式
馬
蹄
形
の
典
型
的
山
城
で
あ
る
。
城
舘
の
前
面

K
稽
山
川
の
谷
を
、

は
る
か
北
方
に
米
代
川
を
要
し
、
東
・
西
・
南
の
三
方
は
山
地
に
か
と
ま
れ
、

山
と
川

K
よ
っ
て
防
御
で
き
る
絶
好
の
地
形
的
位
置

K
あ
る
。
城
下
町
は
山
麓

に
つ
く
ら
れ
、
当
初
は
槍
山
川
沿
い
の
小
沢
口
に
近
い
母
体

K
武
土
を
居
住
さ

せ
た
が
、
後

K
交
通
を
考
え
、
城
舘
の
北
西
部
の
丘
陵
を
切
り
開
き
、
羽
州
街

道
に
短
距
離
で
連
絡
し
得
る
地
点
に
町
割
を
し
、
城
下
町
を
形
成
し
た
。
そ
し

て
、
米
代
川
流
域

K
支
城
を
置
き
、
領
国
体
制
を
整
え
、
経
済
的

K
は
米
代
川

流
域
の
森
林
資
源
と
鉱
山
資
源
を
会
さ
め
、
さ
ら
に
能
代
湊
を
交
易
の
核
と
し

て
、
槍
山
安
東
氏
は
米
代
川
流
域
を
基
盤
伊
作
戦
国
大
名
へ
と
成
長
し
た
。
近
世

K
念
る
と
、
城
下
町
は
多
賀
谷
氏

K
よ
り
再
び
町
割
が
な
さ
れ
、
近
世
城
下
町

と
し
て
発
展
す
る
。

ω
角
舘
城
舘
は
、
横
手
盆
地
北
部
の
分
離
丘
陵
を
利
用
し
た
山
城
で
あ
る

が
、
水
濠
を
め
ぐ
ら
し
で
あ
る
点
か
ら
、
水
域
の
性
格
を
も
も
っ
。
城
舘
の
前

面
で
あ
る
北
西
方
に
、
槍
木
内
川
と
院
内
川
が
流
下
し
、
東
南
方
は
山
地

K
よ

っ
て
、
完
全

K
遮
断
さ
れ
た
要
害
の
地
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、
檎
木
内
川
と
院

内
川
の
両
谷
の
合
す
る
交
通
上
の
要
地
で
も
あ
る
。
槍
木
内
川
や
院
内
川
の
両

流
域
は
、
戸
沢
氏
の
穀
倉
地
で
あ
る
ば
か

b
で
な
く
、
木
材
や
砂
金
の
産

K
恵

ま
れ
た
地
域
で
あ
る
。
か
か
る
地
域
的
優
越
性
が
、
戸
沢
氏
を
し
て
北
方
の
雄

安
東
氏
、
南
方
の
雄
小
野
寺
氏

K
よ
く
抗
し
得
た
原
閣
で
あ
っ
た
ろ
う
D

城
下
町
は
、
本
町
(
庶
民
の
居
住
地
)
と
城
廻
(
武
士
の
居
住
地
)
と
か
ら

槍山、角舘、湊、本堂の城下町の対比

町城下
歴史的 埴下町のれ成とその変曹

時期
核(舘)

地帯的位置
位置 構成要素 機能の変容

槽中144世3 

稽山室 E 陵 武社事寺、l屋敷東氏の
(山塘)

山睡 武京の居住地割が施行された。

山
舘 庶民

町近t!t 多賀幸舘子 ， ， H 再庄の町載により、内町と外町の区分がをされた。
氏の

中伊 戸昔て氏
(丘山職陵) 山麓 H 本町{庶民町}と塙魁{武家屋京)が形成された。

角 1423 の舘

書E
声竹名 芦r，氏托より、埴舘の南側低地に新 L(町割が合

町近世 H H H され近世埴下町の銑ができた。その世tti竹氏が継
佐氏の舘両 本す。

中世
氏揖宣の銑車

111 LI IIILIの
H 

埴町{武家屋敷)と鳥11労町、舟付場、絹日1町、
揖 1442 (平抽) 低地 加!¥町(晶人町)が形成された。

OJ 近世 佐竹氏 H ， H 
久保日!粧ιIA伶、新し〈町割吐い純然たる時町

の支配 が市bXされた。

中世オ 本堂氏 扇状地 扇末松端地 w 止京屋敷と"1人屋世の地帯jが念された。
昼芋主 1535 の舘 {平埴)

町近世 佐竹氏 H ， H 
六郷埴下町K社与の~(が移転し、町人、白牲が

の主自ic 誠少した。

左
夕
、
近
世
に
な
っ
て
、

城
舘
南
面
の
槍
木
内
川

と
玉
川
と

K
よ
る
沖
積

原
K
新
た
に
町
割
JT-
施

行
し
、
佐
竹
氏
時
代

K

い
た
っ
て
立
派
な
城
下

町
が
形
成
さ
れ
た
。

ω
湊
城
は
、
雄
物

川
の
河
口
付
近

K
、
出

雄
物
川
の
河
跡
湖
を
た

く
み
に
利
用
し
て
防
御

線
と
し
た
平
城
で
あ
る
。

槍
山
安
東
氏
が
、
山
城

を
構
え
た
の

K
対
し
、

湊
安
東
氏
は
海
岸
を
求

め
て
、
湊
を
中
心
と
す

る
経
済
交
易
に
重
点
を

8-

表 2

な
い
た
こ
と
は
よ
い
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
で
あ
る
。

城
下
町
は
武
士
の
居
住

地
で
あ
る
城
町
・
後
城
と
高
人
の
居
住
地
で
あ
る
沼
田
町
・
加
賀
町
と
湊
と
三

つ
の
要
素
か
ら
形
成
さ
れ
、
商
業
活
動

K
主
点
の
あ
っ
た
と
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
口
湊
は
、
雄
物
川
流
域
を
後
背
地
に
も
ち
、
北
海
道
、
関
西
方
面
を
前
方

地
域
と
し
て
発
展
し
た
で
あ
ろ
う
o
特
K
近
世

K
入
っ
て
か
ら
は
、
久
保
田
の



外
港
、

ま
た
西
廻
り
航
路
の
要
と
し
て
、
裏
白
本
げ
い
な
け
る
重
要
左
海
と
し
て

格
付
け
さ
れ
た
。

同
本
堂
城
は
、
横
手
盆
地
北
部
の
真
昼
断
層
崖
下
の
川
口
川
扇
状
地
の
麗

頂
部
に
あ
た
る
断
層
屋
上

K
あ
っ
た
山
城
か
ら
、
一
歳
央
の
乏
水
地
を
さ
け
て
、

湧
水
に
恵
ま
れ
た
一
扇
端
部
の
舘
間
付
近
に
築
城
さ
れ
た
平
城
で
、
二
重
の
水
濠

を
め
ぐ
ら
し
た
点
で
水
域
の
性
格
を
も
っ
。
本
堂
氏
が
、
戦
国
期

k
h
v
け
る
領

国
体
制
を
整
え
る
に
は
、
ま
ず
経
済
的

K
扇
状
地
の
湧
水
を
利
用
し
て
開
発
の

進
め
や
す
い
地
点
、
交
通
的

K
は
角
館
街
道
の
要
地
、
軍
事
的
、
政
治
的
に
白

岩
氏
、
戸
沢
氏
、
六
郷
氏
、
前
田
氏
な
ど
の
諸
豪
族
に
対
す
る
中
央
的
位
置
、

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
城
舘
の
位
置
が
、
舘
間
付
近
が
最
良
と
い
う
と

と
に
な
る
。
城
下
町
で
あ
る
本
堂
城
回
は
、
武
家
屋
敷
と
町
人
屋
敷
と
か
ら
な

っ
て
い
た
o
近
世
に
左
っ
て
、
佐
竹
氏
の
支
配
下

K
入
る
し
亡
、
多
く
の
社
寺
が

六
郷
町
に
移
転
し
、
町
人
・
百
姓
が
次
第

K
そ
の
数
が
減
少
し
た
。

七
、
む
す
び

東
北
地
方

K
関
東
武
士
が
定
着
し
、
在
地
領
主
と
し
て
勢
力
を
伸
張
し
、
発

展
す
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
大
体
鎌
倉
末
期
と
思
考
さ
れ
る
o

こ
れ
よ
り
東
北

地
方
が
新
時
代
を
迎
え
る
が
、
同
時

K
秋
田
地
方
の
中
世
期
の
開
幕
で
も
あ
る
。

関
東
系
武
士
は
、
雄
勝
郡

K
土
着
し
た
小
野
寺
氏
、
比
内

K
土
着
し
た
浅
利
氏

が
あ
る
o

地
方
系
武
士
は
、
安
東
氏
・
戸
沢
氏
・
本
堂
氏
:
:
:
左
ど
で
あ
る
。

彼
等
は
そ
の
領
域
内
に
一
族
・
重
臣
を
配
し
て
防
御
体
制
を
整
え
な
が
ら
開
発

に
努
力
し
た
口
開
発
面
で
は
、
鎌
倉
武
士
団
の
移
住
に
よ
る
開
発
と
現
地
士
一
豪

に
よ
る
開
発
と
二
重
構
造
的
性
格
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。

中
世
期

K
た
け
る
城
舘
は
一
つ
は
、
鎌
倉
時
代
の
守
護
地
頭
の
配
置
に
よ
る

支
配
体
制
か
ら
く
る
山
城
、
他
の
一
つ
は
、
室
町
l
戦
国
時
代

K
か
け
て
の
攻

撃
と
防
御
の
二
菌
性
を
も
っ
城
舘
で
あ
る
o

本
稿
で
取
扱
っ
た
城
舘
は
、
い
ず

れ
も
後
者
に
ぞ
く
し
、
檎
山
城
舘
や
角
舘
城
舘
は
、
天
然
の
要
害
に
人
工
を
加

え
た
堅
屈
な
山
城
で
上
杉
氏
の
春
日
山
城
、
畠
山
氏
の
七
尾
城
な
ど
に
匹
敵
す

る。
湊
城
舘
や
本
堂
城
舘
は
、
平
城
で
河
川
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
水
濠
を
め
ぐ

ら
し
、
そ
の
う
え
土
塁
を
築
く
左
ど
天
然
の
要
害
に
劣
ら
ぬ
程
、
人
工
を
加
え

補
強
し
た
o

ま
た
領
域
は
夫
々
分
割
統
治
の
形
を
と
フ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
菌

積
は
、
必
ず
し
も
広
く
は
左
い
の
で
、
領
域
開
発
に
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
っ

た
o

し
た
が
っ
て
、
一
旗
舘
の
位
置
は
、
軍
事
的
考
慮
の
ほ
か
に
、
政
治
的
、
経

済
的
、
交
通
的
面
を
も
考
考
し
て
選
定
さ
れ
た
o

特
に
経
済
活
動

K
留
意
し
、

城
下
町
を
平
地
に
形
成
し
た
o

し
た
が
っ
て
、
減
舘
と
城
下
町
と
は
、
あ
る
距

離
間
隔
が
た
も
た
れ
た
。

「
本
研
究
は
、

9 

一
九
七
六
年
日
本
地
理
学
会
春
季
学
術
大
会
げ
い
な
い
て
発
表

し
た
要
旨

K
そ
の
後
の
研
究
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
調
査
に
際
し
て
は
、

河
田
駒
蔵
氏
や
後
松
州
造
氏
の
ど
教
示
を
得
た
こ
と
を
感
謝
す
。
左
h
M

私
学
研

修
福
祉
会
の
研
究
費
に
よ
る
こ
と
を
付
記
す
。
」

(
聖
霊
女
子
短
期
大
学
)

j主(1
)
 

秋
田
県
『
秋
田
県
史
』
第
一
巻
、
古
代
・
中
世
一
編

三
九

O
i
二
一
九
二
頁
。

前
掲
ヘ

1
)

四
一
六

i
四
四
一
一
員
。

原
田
伴
彦
『
歴
史
一
地
理
講
座
第
三
巻
』
一
九
五
七
年

頁。

九
一

l
九
六

一
九
六
二
年

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

秋
田
魁
新
報
「
槍
山
城
と
安
東
氏
」

一
九
七
七
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A STUOY ON す栂E HISTORICAL GEOGRAPY OF THE MIDDLE 

AGES CASTLES 0側 TOHOKUDISTRICT. JAPAN 

THE COUNTY OF AκITA 

τ・t・uro輔lur.
rhis paper is a tr・ia1essay 0:1 the regユonalpositlon for the foundation 

01'じhecastles and the castle-towns of Akita. 

The I'iidd 1e ム耳esin the Tohoku 1Jistrict begin when Kanto・ベ.iamurais

cam~ to settle down in the areas inもheLate Kamakura period， which 

a1so means the beginning of the Middle Ages in Akita. The lords of the 

territories who were called Onodera， Ando， Tozawa， Hondo and lイokugo，

were from the most famous powerful-families in those clays of Akita， 

they buil七 acastle in their own territories and made ~reat efforts 

for the reclamation of their are8fi. 

~pecia1ly in this study 1 stated about the cast1es and cas七1e-towns

cons七ructedby the above-mentioned powerfu1-families in the period 

from the Muromachi s胃eto the ~engoku ~ge. One of the characteris七1CB

of the construction of the castles was in the point ma.kinp; good use of 

ffio~~tains or riverst and as七heterritory was narrow they had to strive 

for the reclamatェon，and the sites of the castle-towns were se1ected 

with consideratェonfor the politics， economy and traffic in the area. 
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